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グループワーク型がん防災研修： 2020-21年開催結果①

形 式 ： グループワーク研修（ミニ講座＋対話ロー
ルプレイ）

タイトル： がんを学び、社員間の対話を学ぶ

開催実績： 2回

参加者： 計約260名

開催場所： 民間企業（関東）

対象者： 従業員・関係者

時 間： 90分～120分

方 式： オンライン

教 材： がん防災マニュアル

アンケートのコメントより、セミナー満足度につながるものとして

『がん経験者の話が聞ける事』『対話のポイントが学べた』

『他の従業員の考え方や対話方法を見る事ができた』 があげられました
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20代～60代までの幅広い年齢層の働く現役世代に研修を実施
講話からグループワークまでを一貫してオンラインシステムを利用
事前に教材を配布するなど事前準備を行い開催
参加者は送られてきたURLにアクセスするだけで参加が可能。入室トラブルでの不参加者は０人 でした

※

※ 事務局対応レコードより算出
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グループワーク型がん防災研修： 2020-21年開催結果②

n=105 



©一般社団法人 がんと働く応援団 がん防災研修

がん経験者とがん専門医が共に作成した
『現役世代の為のがん防災マニュアル』を
テキストに利用したミニ講座を実施

内容：がんの基礎知識編
いざという時編

2

がんにまつわる対話をロールプレイ形式で
体験＆グループディスカッションを実施
ファシリテーターとしてがん経験者が参加

内容：もし同僚ががんになったら
ロールプレイ+グループディスカッション

グループワーク型がん防災研修： 2020-21年開催結果③
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がんという誰もが直面する可能性のあるライフイベントをテーマに『組織内での対話』を学ぶ事で
多くの方が『自分ごととして』ライフイベントと仕事の両立を捉え研修に参加いただけました。
参加者の感想

・身近なものとして、どう接していたらいいか、また、罹患した場合の心構えなど、学ぶことがおおかった （40代 男性）
・困っている身近な人に対してどう自分が関われるのか？ということを、見つめ直すいい時間でした。 （30代 女性）
・多様性のある職場を実現するために必要な知識だと思いました。 （50代 男性）

グループワーク型がん防災研修： 2020-21年開催結果④
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グループワーク型がん防災研修について

全国8万冊以上を配布している
『現役世代の為のがん防災マニュアル』を元に
わかりやすく体験談も交え、お伝えするセミナー

知識を学んだ後はロールプレイで実践+意見交換。
両立できる組織を社員と共に育む内容

内容： がんの基礎知識編 ＆ いざという時編
がんの対話を学ぶグループワーク

講師： GHO正会員 経験者講師 等
家族と共に情報の再確認が
大切。一家に一冊がん防災マ
ニュアルを目指します

↑ オンラインセミナー風景

20人~100人のオンライン研修
対応可能

グループワークは
少人数に分かれて行います
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【20代】
・健康に自信のあった講師の方だからこそ、自分と重ねて考える事が出来ました。自分は病気にならないとどこかで病気を他人事のように思っていましたが、
がんにり患する人の多さや仕事と治療の両立や備えについて考える事が出来ました。（女性）

・ネットで検索等をして余計な事をしてしまいそうだったが今回の研修で、話を聞く事が一番だと思った（男性）
・生活習慣に気を付けたり、定期的な検診を受けたり、あとで後悔することがないようしっかり再検査や医療機関に掛かることが大切だなと感じた。(男性)

【30代】
・実際に罹患された方の経験談やその際の心理状態などを講義いただき、どういった対応や声がけが力になるのかイラストを交えての講義がわかりやすかった。(女性)
・ロールプレイングによりガン患者の立場、がん患者の周辺の人間の対応等大変勉強になったため。(女性)
・講師の方々の大変わかりやすい説明でガンについての知識を深めることができました。２人に１人が罹患する病気のため自身がガンに罹患する可能性も、
友人や家族がガンに罹患する可能性も両方あるものと思われます。その際に大変役立つセミナーであったと思います。(男性)

【40代】
・働き世代でもガンに罹るリスクはあるにも関わらず、ガンと向き合う機会があまりなかったので、自分や周りに方が
ガンになってしまった場合の想像をするいい機会になった （男性）

・本人の気持ち、話しを聞く側の気持ちを両方知る事ができとても実践的だった（男性）
・今回のような業務のみならず日常生活で約に立つセミナーは、社員のスキルアップ、プライベートの充実に大変有効だと思います。（女性）

【50代】
・がんが他人事ではなく自分や周囲の人にとって現実になる可能性が高いことを認識することや、がんに限らずトラブルに自分がなったとき、周囲の人がなったときに
どのように対応すべきかを考える貴重な機会になった。（男性）

・自分の周りにいないため、他人事の意識が抜けない。けど、日本人の死因1位なら、これ位の知識は成人全員が持っておくべきと思った（女性）
・相手を思いやる気持ちの大切さをすごく感じた。また相手の性格によって対応を変えなくてはならない難しさを感じた。（女性）

学校でのがん教育は文部科学省により始められています。り患リスクの高い現役世代も
知識のアップデート、両立できる環境作りに着手する事が社会の流れからも求められています。

参照：厚生労働省がん対策推進基本計画
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000183313.html

グループワーク型がん防災研修： 2020-21年参加者感想



お問い合わせ先

一般社団法人がんと働く応援団
神奈川県厚木市中町4-14-1-6F

080-4198-3168
info@gh-ouendan.com

本報告書は2020年度（2020年11月～2021年10月）の活動をまとめたものです。
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